
【構成団体】NPO法人介護･福祉サービス非営利団体ネットワークみやぎ．宮城県保険医協会．
公益財団法人宮城厚生協会．社会福祉法人宮城厚生福祉会．公益社団法人認知症の人と家族の会宮城県支部．
宮城県生活協同組合連合会．宮城民医連事業協同組合．社会福祉法人こーぷ福祉会．宮城県医療労働組合連合会．
宮城県民主医療機関連合会．宮城県社会保障推進協議会．フルール介護ステーション．
全国福祉保育労働組合宮城支部（順不同）［9/1現在］

2025年12月13日（土）13:30～16:30（開場13:00）

フォレスト仙台2F 第2ホール
（仙台市青葉区柏木1-2-45 TEL:022-271-9340）

■第一部／学習講演
「なぜケア労働の賃金はあがらないのか？」
～介護保険制度が抱える構造的問題から～

講師 山根純佳さん（実践女子大学教授）

■第二部／当事者･当事者を支える立場から
～リレートーク～

○当事者･当事者を支える立場からの発言

主催／みんなで考えよう介護保険！みやぎ県民フォーラム2025実行委員会
〈事務局〉TEL022-388-9968／宮城厚生福祉会本部

Web会議用アプリ ZOOMでも参加できます！

申し込みは裏面
ご覧ください

2024年介護保険制度・報酬改定で、介護保険料や利用料、施設での居住費・食費の負担が重く、必要な介護サービス
が受けられない人が増えています。物価高騰が続き、介護事業者は低く据え置かれた介護報酬のもとで深刻な経営難に
直面しており、2024年の倒産・休廃止件数は784件と過去最高、特に訪問介護事業所がゼロになった自治体が増加してい
ます。介護従事者の人手不足も深刻で、処遇改善も2024年度の全産業平均との賃金格差が月額8万3千円と広がりました。
政府が検討している3改悪「利用料2割負担の拡大」「ケアプランの有料化」「要介護1,2の保険給付はずし」、これ以上の
制度の後退は許されません。
9回目となる「みやぎ県民フォーラム2025」学習講演は、実践女子大学の山根純佳教授をお迎えします。「なぜケア労

働の賃金はあがらないのか？」と題して、訪問介護事業の実態調査、ヘルパー不足の責任を国に求める国賠訴訟の支援
から見えたものを通して、介護保険制度の改善点をお話しいただきます。
私たちは誰もが安心して利用できる介護保険制度を実現するために、まずは利用者、働く人、事業者の状況を市民の

みなさまと共有します。そして、当事者の声を介護行政に反映させ、よりよい介護保険制度に改善する活動をすすめて
いきたいと考えています。みなさまの参加をお待ちしています。

〈呼びかけ人〉 岩倉政城(宮城県社会保障推進協議会会長)．金田早苗(社会福祉法人宮城厚生福祉会理事長)．
木島弘詞(社会福祉法人こーぷ福祉会専務理事) ．
河野雪子(NPO法人介護・福祉サービス非営利団体ネットワークみやぎ理事長）．
今田隆一(宮城県保険医協会理事長)．畑山みさ子（宮城学院女子大学名誉教授）．
若生栄子(公益社団法人｢認知症の人と家族の会｣宮城県支部代表)

講師プロフィール
山根純佳さん

実践女子大学人間社会学部教授
東京大学大学院人文社会系研究科博
士課程修了（博士・社会学）。山形

大学准教授、実践女子大学准教授等

を経て2021年より現職。研究分野は

ジェンダーと再生産／ケア労働。著

書に『産む産まないは女の権利か』

『なぜ女性はケア労働をするのか―
性別分業の再生産を超えて』（勁草

書房）『ケアするわたしの〈しんど

い〉はどこからくるのか』（平山亮

と共著、勁草書房）、『岩波講座社会

学』編集委員．立川市男女平等参画
推進審議会会長



みやぎ県民フォーラム2025 参加申込書

応募締め切り：2025年12月10日（水）必着
定員になり次第申し込みを締め切らせていただきます。

Webでの申し込み方法

＊QRコード読み取れない場合
https://forms.gle/o8d5Rngp9DVvzLAE9

ＦＡＸでの申し込み方法

FAX 022-388-9969
下記記入いただき、この用紙でFAXしてください。

○で囲む 団 体 ／ 個 人

団体名

参加者 来 場 □ 氏名： TEL：
氏 名 オンライン □ メールアドレス：

参加者 来 場 □ 氏名： TEL：
氏 名 オンライン □ メールアドレス：

※ご記入いただいたお名前やTELなどの個人情報は、この目的以外には使用しません。
※来場参加、オンライン参加のいずれかに✓印を付けてください。またオンライン参加の場合は、
ZoomのURLをお送りしますので、必ずメールアドレスをご記入ください。

アクセス


